
領 域 県正答率 全国正答率 目標値

数と式 ６２．１ ５８．６ ６１．４

図形 ６０．３ ５８．１ ５８．３

関数 ４６．２ ４５．６ ４７．５

データの活用 ５１．６ ４８．３ ５３．３
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知識 活用

観 点 県正答率 全国正答率 目標値

知識・技能 ６１．８ ５８．７ ６０．４

思考・判断・表現 ３５．５ ３４．２ ４０．８

主体的に学習に取り組む態度 ４６．７ ４４．５ ４7.9

解答形式 県正答率 全国正答率 目標値

選択 ５６．８ ５４．７ ５５．３

短答 ６１．０ ５７．４ ６１．０

記述 ２６．６ ２５．３ ３５．０

■ 結果のポイント
１ 偏差値の経年変化

○知識と活用ともに偏差値５０を上回っている。 ○全ての領域において、全国正答率を上回っている。

２ 観点別の結果

○全ての観点において、全国正答率を上回っている。

４ 解答形式別の結果

○全ての解答形式において、全国正答率を上回って
いる。

３ 領域別の結果

※目標値・・・学習指導要領に示された内容について標準的な時間をかけて学んだ場合、
正答できることを期待した児童・生徒の割合を示したもの。
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■ つまずきが見られた問題
★ 指導の具体例

＜一元一次方程式を活用する問題解決の過程＞

①求めたい数量に着目し、それを文字で表す。

②問題の中の数量やその関係から、２通りに表される

数量を見いだし、文字を用いた式や数で表す。

③ それらを等号で結んで方程式をつくり、その方程式を

解く。

④ 求めた解を問題に即して解釈し、問題の答えを求める。

◆ 指導のポイント
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大問７ 県正答率６．０％ 県無解答率２７．０％

【ねらい】 与えられた文章題に対して、適切な一元一次方程式

を立式することができる。

【問題の概要】
先に出発した妹を兄が追いかけ、妹に追いつくまでの

時間を求める方程式をつくる。

【正答】 妹が家を出発して x分後に兄が妹に追いつく
（兄が妹に追いつく）⇒（２人の進んだ距離が等しい）
ことから、距離についての方程式をつくっている。

生徒のつまずきが、問題解決の過程のどこにあるのかを
把握し、つまずきに応じた授業展開を構想する。

★等しい数量の関係を見いだすことができない、または

数量の関係を文字で表すことができない。

○図や表に表し、問題を可視化する。

（例①）線分図

（例②）表

〇問題解決の過程を充実させる。

＜ポイント＞
・（兄が妹に追いつく）⇒（２人の進んだ距離が等しい）
・妹が兄に追いつかれるまでの時間を x分とすると、妹は
先に出発しているため、兄の進んだ時間は（ x －□）分
・距離、時間、速さの公式を確認
・加法や減法が成り立つのは「距離」と「時間」

※「速さ」は加法や減法ができない
（時速１０ｋｍ）＋（時速２０ｋｍ）≠（時速３０ｋｍ） 2


